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汀
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西
美
術
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を
觀
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流
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版
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寄
書
:
:
問
答
:
:
讀
者
の
領
分
:
:
寫
眞
版
數
葉
 
 
 
 
 

 

,
『
み
づ
ゑ
』
の
發
行
に
私
の
道
樂
に
過
き
な

い
。

私
は
多
忙
な
る

一
ケ
月
の
う
ち
、

五
日
間
を
此

雜
誌

の
た
め
に
費
し
て
ゐ
る
。編
輯
上
、
讀
者
諸

君
に
、
出
來
る
だ
け
の
満
足
を
與
ふ
べ
く
常

に

心
掛
け
て
ゐ
る
が
、
時
も
金
も
不
充
分
で
あ
る

か
ら
思
ふ

や
う
に

は
ゆ
か
ぬ
。
水
彩
畫

の
發
展
、

趣
昧

の
普
及
、
共

に
主
な
る
目
的
で
は

あ
れ
ど
、

 
一
面
に
は
自
分

の
面
白
づ
く
で

や
る
の
で
み
る
、

か
ら
、
紙
上
に
多
少
の
我
儘
も
あ
ら
う
が
、
そ
れ

等

は
大
目
に
見
て
載
き

た

い
。
（大
下
藤
次
郎
）
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